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福本繁樹編
『21世紀は工芸がおもしろい』
求龍堂/2003年
山形政昭/大阪芸術大学
我々の 日常環境を見回すと,建材,電 気製
品,家具,雑 貨,乗 物,そ して加工食品の類
等,身 辺は工業製品によって埋められている
感があるQま た行動や判断,価 値観や生活観
のもとになる情報 も,これまたメディアとい
う産業によってコントロールされているとい
う状況がある。それは科学と工業と産業によっ
て豊かな社会を目指 してきた近代主義が生み
出したものであるが,そ れを享受する一方で,
様々な面でその破調が露呈 しているという今
日である。
そこで,も のづ くりの原点と言うべき 「工
芸」を再考 し,そこか ら創造的で楽 しみに満
ちた21世紀の工芸と,そのための工芸教育の
あり方を,様 々な立場と視点か ら探ろうとし
た壮大なるプロジェク ト研究の成果が本書に
まとめられている。このプロジェクトは,大
阪芸術大学藝術研究所の活動の一つとして,
21世紀における 「工芸」と 「工芸教育」の調
査研究として工芸学,デ ザイン学系の教員が
研究チームを作り,1997年より2002年にわたっ
てつづけられてきたものである。その手法と
して様々なテーマを設定 し,その分野の創作
と評論で活躍されているゲス トパネラーを加
えたセッションや講演会が連続8回 開催され
てきた。い くつかのセッションは,キ ャンパ
スを出て,テ ーマに相応 しい場所に出向き,
その土地の事物と空気に触れながら行動的に
行われたことも特色となっている。その8回
の研究会記録が整理され,本書各章に納めら
れたものであ り,ここにその8題 のテーマと
パネラー(専 門分野)等 を一覧 として掲げて
お く。
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1.大学と工芸……中村錦平(陶 芸)/宮 島
久雄(近代デザイン史)/柳原睦夫(陶芸)
2.「装飾」をめぐって……鶴岡真弓(西 洋
美術史)/藪 亨(近 代デザイン史)/山
口道夫(デ ザイン)/柳原睦夫
3.創作の現場における 「発見」……田嶋悦
子(陶芸)/熊 井恭子(フ ァイバーワーク)
/橋本真之(金 工)/柳 原睦夫
4.縄文と工芸……小山修三(民 俗学 ・考古
学)/福 本繁樹(染 色)/佐 藤道信(近 代
日本美術史)/建 畠哲(美 術評論 ・詩人)
/柳原睦夫
5.モダニズムと工芸……藤森照信(建 築)
/北澤憲昭(美 術評論)/佐 野敬彦(環 境
デザイン論)/山 口道夫
6.グローバ リズムと土着性……與那嶺一子
(沖縄工芸史)/小 林純子(日 本美術史)
/松原龍一(工芸史)/今 井陽子(美術史)
/柳原睦夫
7.現代の模様をつくる……三浦景生(染 色)
/福本繁樹
8.想いの力タチを青白磁に託 して……深見
陶治(陶芸)/福 本繁樹
これより分かるように,陶芸,染 色,テ キ
スタイル,金工,漆 芸など工芸諸分野の制作
者,研 究者,そ してデザイン史,美 術史,評
論家,建 築家が,こ この論議に参集 し,制作
の現況を通して様 々な視点から 「工芸」につ
いて語られている。その広がりは,天空に広
がる星空のように個々に輝き,そ れが関係づ
けられて星座となるごとく構成 されている。
その話題論点は,ま ことに多彩なのであるが,
大きく分けて技術と創作と表現 といった工芸
の本質論的事項,グ ローバ リズムと地域性,
モダニズムと伝統など工芸の今日的課題,そ
してこれからの工芸教育の指針という3点が
各章で縦横に論 じられており,ユニークで内
容の濃い工芸論集 となっている。
そして制作の現場に立ち入 った質疑と応答
がセッションのなかで展開されていることで,
工芸的創作ということ,あるいは 「技」,「気
合」,「感性」 といった記述 し難いことが具体
的,時 にエピソー ドを交えて興味深 く語られ
記録されているのも本書の持ち味で もある。
編者によるあとがきの冒頭で 「21世紀の工
芸がおもしろい,し かし,その工芸が重大な
危機をむかえている。このような状況にいた
たまれない気持ちが議論をよび……」 と,研
究活動を振 り返っている。そこで記されるよ
うに,ものづ くりは原始以来人間に与えられ
た業であり,大きな楽しみであったものだが,
近年の工業化と過剰情報社会のなかで,閉塞
的状況に陥っているという。そこで工芸のアッ
プ ・ツー ・デー トな対応が求められると同時
に,工芸の本質を再考することが要件である
ことに思い至る。そうした展望をもった,こ
れか らの工芸教育の在 り方が模索されている
のであり,その応答は言うまでもなく工芸の
分野に留まらず,建 築,環 境デザインの分野
にも様々な示唆を与えるものである。
本書は巻頭に作品紹介のカラー誌面と,21
世紀の工芸について25名の著者による短文の
メッセージ集が置かれ,巻 末には著者略歴の
ほか,詳 しい用語 ・人名解説(執 筆/小 野山
和代,東 野眞紀,館 美奈子,福 本繁樹)等 が
付せられており,研究者はもとより工芸に関
心をもつ広い読者を対象にして,て いねいに
作 られている。 ものづくりに取 り組もうとす
る学生諸氏にも広 く薦めたい書物である。
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